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＜概要＞ 

員 数 １枚 附１通 

法 量 木札：縦 31.8cm×横 116.0cm×厚 1.9cm、同写：縦 24.6cm×134.7cm 

時 代 木札：平安時代（永暦２(1161)年）、同写：江戸時代（延宝７(1679)年） 

 

普
ふ

門
もん

寺
じ

は、愛知県と静岡県の県境に近接した、豊橋市内の船形
ふながた

山中に所在する山寺であ

る
 

。平安時代後期から鎌倉時代に最盛期を迎え、当時制作された仏像など多くの文化財を

有する。本木札は、平安時代に僧永
えい

意
い

が普門寺を代表して記した宣言文である。また、 附
つけたり

同写
どううつし

は、江戸時代に僧 昶
ちょう

深
しん

が木札に記された宣言文を紙に書き写したものである。写し

が作成された後、木札の上半分が失われた
 

が、江戸時代の写しによって全文を復元するこ

とができる
 

。 

内容は、僧侶らが守るべき戒律を示して結束を促すものである
 

。本尊
ほんぞん

の近くに掲げられ

たと思われ、現存する起請木札としては国内最古とみられる
 

。1998 年に普門寺本堂の宮殿
くうでん

（本尊の厨子
ず し

、1693 年造立）内部から見出されたものである
 

。 
 
起請(※)  神仏への誓約を介して、新しい規範を自他に示す行為、ないし文面。 
 
 

 
 

 
 

上：僧永意起請木札（全体） 下：附 同写（部分） 
 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

僧永意起請木札写（部分） 

僧永意起請木札（部分） 

僧永意起請木札（全体） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

僧永意起請木札写 

 

 

 

 

木造阿弥陀如来坐像（右斜側面） 

木造阿弥陀如来坐像（背面） 
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